
令和５ 年 12 月 19 日（ 火）ま でに、

○　「 ２ 　 生産者登録要件」 への同意を 踏ま え、 下記の該当する □に印を つけてく ださ い。

　 　 数量は、 玄米換算数量を 記入し てく ださ い。

（ ○○から 苗を購入、 など ）
種子購入希望量※

出
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有
米

新 市 場

開拓用米

（ 輸出用米）

【 お申込み方法】

裏面の生産者登録の考え方をご確認のう え、

令和６ 年産「 富富富」 生産者登録申請書に

必要事項を 記入のう え、切り 取り 線に沿って

切り 離し 、お近く のJA（ 地域協議会）へ、直接、

または、郵送にてお申込みく ださ い。

【 お問合せ先】

｢富富富」 戦略推進会議事務局

（ 富山県農産食品課農産食糧係）

〒930－0004 富山市桜橋通り 5 番1 3 号

富山興銀ビル1 0 階

TEL： 0 76－4 4 4－3 2 8 3（ 直通）   FAX： 0 7 6－4 4 4－44 1 0

詳細な募集要件は
「 富富富」 ウェブサイト

でも 確認できます

　 　 集荷団体に全量出荷し ま す

　 　 全量自ら 販売し ま す

　 　 一部自ら 販売し ま す（ 予定数量　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 kg）

　 　 自ら 販売する 計画は以下のと おり です

　 　 □　 出荷・ 販売にあたっては、「 富富富」 ブラ ンド の確立に向けたPRや品質向上に留意する と と も に、

　 　 　 　 販売数量や販売先等については、 別途報告し ま す。

　 　 　 　 玄米ま たは精米で販売　 　 （ 予定数量　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 kg）

　 　 　 　 加工品の製造原料で使用　 （ 予定数量　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 kg）

　 　 　 　 農家レ ス ト ラ ン等で提供　 （ 予定数量　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 kg）

　 　 　 　 その他（ 具体的に　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ） （予定数量　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   kg）

　 　 有（ 予定数量　 　 　 　 　 　 　 　 　 kg）

　 　 無

い
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ク

　 　 有（ 予定数量　 　 　 　 　 　 　 　 　 kg）

　 　 無

上記の
２ ま た は３
に チ ェ ッ ク
を 入れた方
のみ記入し
てく ださ い。

※ 種子量には限り があり ますので、ご希望にお応えできない場合があり ます。

※ 栽培マニュアルや栽培指導を逸脱して栽培する生産者や、１等米比率が恒常的に低い生産者、玄米タンパク質含有率が

　  恒常的に6 . 4 ％を上回る等の生産者については、種子を配付できない場合があり ます。

※｢富富富｣で乾田V溝直播の実施を計画する場合は、申請前にご相談ください。
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高品質で美味し い「 富富富」 を生産するため、 一定の要件により 生産者を登録し ます

令和６ 年産

締切
令和5 年

12 月19 日（ 火）

富 富 富 生 産 者 募 集富 富 富 生 産 者 募 集
一緒に富富富を 作る 仲間を 募集し ます一緒に富富富を 作る 仲間を 募集し ます

○保有米の数量制限はありません。

○フレコンでの出荷ができます。

○密苗栽培、乾田V 溝直播栽培による低コスト 栽培ができます。

○新市場開拓用米（ 輸出用米）の取組対象と すること ができます。
　（ ※輸出事業者との事前契約が前提となるため、事前にJ A 等とご相談く ださ い。）

令和5 年産の猛暑でも
1 等米比率9 0 ％以上を確保

高温登熟に強い品種

コシヒカリに比べ、基肥2 割減、
化学農薬3 割減

環境にやさしく 低コ スト

家庭用、中食・ 外食と もに

ニーズが増加
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令和６ 年産「 富富富」 の生産者登録の考え方

令和６ 年産 「 富富富」 生産者登録申請書

令和５ 年　 　 月　 　 日

様式第 1 号

● 富山県内に在住、かつ、富山県内で農業を営んでいる個人又は組織

● 生産者登録要件を遵守し 、「 富富富」ブランド の確立に向けて、良食味・ 高品質生産を意欲的に行える方

● 栽培マニュアルと 地域協議会の指導に基づき、適切な栽培管理を行う こと

● 流通基準に基づく 区分出荷・ 販売に同意すること

● 収穫物は区分管理し 、農産物検査を受けて、「 出荷・ 販売計画」 に基づいて出荷・ 販売すること

● 生産技術向上のため、生産者等で組織さ れる地域協議会に参加すること

●上記の基準を満たすも のが、

　「 富富富」 のロゴパッ ケージで販売さ れます。

　 ※ロゴの使用にあたっては、県への申請が必要

◆ 検査等級　 １ 等

◆ 化学合成農薬の成分使用回数： 12 以内

募集対象

基本要件

流通基準

栽培マニュ アルの概要

みんなが一丸となって、

「 富富富」を、本県を代表する

お米に育てよう！！

※栽培マニュ アルは、 令和3年2月版をご使用く ださ い。 お持ちでない方は、 地域協議会までお問合わせく ださ い。
※密苗栽培や乾田V溝直播栽培については、 地域協議会にご相談く ださ い。

［ 品質目標］
●玄米水分： 14 .5～15 .0％

●玄米タンパク 質含有率

（ 水分15％換算値）： 6 .4％以下

経営面積

う ち特別栽培

う ち密苗栽培

う ち乾田Ｖ 溝
　 　 直播栽培

令和6年産

作 付 面 積

水稲作付面積

生産技術の向上のため、 地域協議会に参加し 、 現地確認に協力し 、 必要資料を

提出し ま す

「 富富富」 ブラ ンド の確立に向けて、 高品質・ 良食味生産に取り 組みま す

栽培マニュアルと地域協議会の指導に基づいて栽培します

□　  有

□　  無

□　  自己所有機を 利用

□　  Ｊ Ａ に委託

□　  担い手に委託

□　  その他（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

種　 子
予　 借

～

育　 苗

・ 揃いの良い健苗を つく るため、
　 育苗室（ 器） での加温出芽を基本
・ 浸種時期は、 ｢コ シヒ カ リ ｣に比べて

１ ～2日長く する

・ ５ 月1 5 日を 中心（ ５ 月２ 半旬以降）
と し た田植え

・ 栽植密度は、 70株／坪以上

〈 基肥〉
施肥窒素量は、 収量レ ベル5 4 0 ㎏/
10a の「 コ シヒ カリ 」 の２ 割減を基本
と する
全量基肥栽培の場合は、「 富富富専
用基肥一発肥料」 を 使用する

〈 穂肥〉
全量基肥栽培： 原則、 施用し ない
分施栽培： マニュ アルを 基本に施用

・ 田植後３ ～４ 週間に溝を 掘り 、 田植
え後４ 週間までに中干し を行う

・ 現地慣行を 基本に、 葉いも ち 防除剤
の削減などによ り 化学合成農薬の成
分使用回数を 12以内と する

・ 籾黄化率を 確認し 、 青未熟粒の混入
や胴割米の発生に注意し 、 適期に収
穫（ 同時期の田植えの場合、 コ シヒ
カ リ より ３ 日程度遅い）

・ 1 .9ミ リ のふるいで選別

・ 収穫物は区分管理し 、 農産物検査を
受けて、 登録時の「 出荷・ 販売計画」
に基づいて出荷・ 販売

①乾燥・ 調製作業に使用する 機械・

ラ イ ン は、 品種が替わる ご と に清

掃を 徹底し 、 残留籾を完全に除去


